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校風、特色について 

明治 33年、新潟県のほぼ中央、信濃川の中流域に位置する長岡市に、新潟県女子師範学校附属小学校と

して開校した。昭和 24年、新潟第一師範学校長岡分校附属小学校と改称。教育学部長岡分校が新潟に統合

後、昭和 59年に分校跡地に現校舎竣工。併設されている幼稚園、中学校とは廊下でつながる一体型の校舎

である。 

 教育目標「独立自尊」は郷土の教育的風土〈互尊独尊〉と教育の近代化の視点より設定された。教育目標

にせまる行動特性として、「新しいものを創り出す」「探求する」「相手を尊重する」を設定し、これを本校

の求める具体的な子供像として実践教育研究を長年重ねてきている。 

附属長岡校園は、幼稚園、小学校、中学校が同一校地にあり、校舎、施設・設備の共用など、幼小中の一

貫教育における好ましい条件を有している。こうした条件を生かし、幼小中の密接な連携のもとに校園経営

がなされていることは、附属長岡校園の大きな特色であり、運動会、避難訓練等の合同の学校行事に加え、

近年は 12 年間のカリキュラム開発研究を校園全体で推進し、高い評価を得ている。組織として、幼小中の

管理職で構成する「校園経営会議」、研究推進をする「研究開発部」、「衛生委員会」等がある。 

 

 

 

卒業生の活躍状況について 

追跡調査は実施しておらず、旧担任等との個別の関係の中で把握されている程度である。 

しかし、各分野で活躍している卒業生も相当数いることから、今後のネットワークの作成が求められるも

のと考える。同窓会組織の活性化を図るなどして工夫して対応したい。 

 

 

 

勤務経験者が公立学校・教育委員会などへ戻った後の活躍状況について 

 勤務経験者でつくる「同人会」が、現職、非現職を含めて名簿の管理をしている。「同人会」は定期的に

理事会、総会、教科同人会等を開き、附属小学校の近況を把握するとともに、可能な支援を行っている。「同

人会」の事務局は附属小学校に置かれている。 

 勤務経験者の状況 平成 27 年初段階で６０歳未満の現職 80 余名のうち、校長 23名 教頭 17名 管

理主事・指導主事等 14名と高い割合を示しており、中越地区を中心として地域をリードする立場で活躍し

ている。管理職選考対象年齢に満たない勤務経験者も、各所属校で中核的なミドルリーダーとして活躍して

いる。 

 

 



魅力のある、特色のある、または、今後公立学校へも展開できそうな先導的な取り組みについて： 

○研究開発     

 平成２２年度より３年間，文部科学省研究開発指定を受け，２４年度研究成果をまとめ，発表した。その

成果が認められ研究開発指定の３年間の延長となった。これまでの指定を含め，平成２５年度の研究開発校

は計３４件，９８校だったが、延長指定を認められたのは附属長岡校園のみであった。そして、第２次研究

の研究開発課題を「『社会的な知性』を培うための幼・小・中一貫教育による知の循環型教育システムの研

究開発」とした。研究の概要は幼・小・中１２年間を五つの「ステージ」に構成し，各教科と新教科「社会

創造科」に「協働型学習」を位置付けた一貫カリキュラムを開発し，知の循環型教育システムを構築・提案

することであった。第２次研究第 2 年次の教育研究協議会（平成 27 年５月 27 日 1,210 人参加）で

は、成果として明らかになった次のことを発表した。 

① 「社会創造科」では，地域の人々との「互恵的なかかわり」を築きながら，「知の循環」を念頭に置い

た活動の実践を通して，社会貢献の意識を実感させることができたこと。 

② 発達段階を考慮した学校種をまたがる５つのステージ設定が，発達の課題を乗り越えることに対して

有効であったこと。 

③ 「協働型学習」の形態を組み込んだ「社会創造科」は，答えがない問題に取り組み，地域の人々と手

を携えながら課題に取り組む姿が見られたこと。 

 これらの結果については，第 12 回研究開発学校フォーラム（文部科学省主催，平成 28年１月 13 日，

学術総合センター）において，「『社会的な知性』を培うための幼・小・中一貫教育による知の循環型教育シ

ステムの研究開発」として発表を行った。そして，６年間の当該研究成果全般について「平成 27年度研究

開発実施報告書・第３年次」（平成 28 年３月）として公表した。 

 平成 28 年 4 月、文部科学省より研究開発学校の１年間延長指定があり、平成 28 年５月 25 日には「社

会的な知性を培う」をテーマとして、第２次研究の最終年次(3年次)の教育研究協議会を開催し、1,148 人

の参加を得た。 

 幼小中一貫教育のカリキュラム開発研究の成果が評価され，平成 25 年度から小中一貫教育実施に取り

組む自治体（新潟県三条市）から，「三条市小中一貫教育推進委員」の委嘱依頼を受け，研究成果の発信・

普及をすべく，当校教諭がその任に当たっている。 

○教育実習生の受け入れと指導   (平成２７年度実績)    

 入門教育実習①サマースクール②栖吉川フェスティバル（１年生 22名）／観察参加実習（２年生）          

６３名／春期教育実習（３・４年生及び別科生 ２４名／秋期教育実習（３・４年生及び別科生 ２４名／  

教育研究協議会への参加  

○大学・学部との連携      

 ・学長、学部長の学習参観や保護者等との懇談の実施。                             

  ・「ようこそ大学の先生」事業 大学教員による児童・保護者向けの授業の実施。 

 ・教育研究協議会における大学教員による授業の公開。  

  ・学部生による指導補助 体育科学生のべ１６人による体操指導、及び「体操発表会」での指導。スノー   

  スクール（１月 宿泊スキー合宿 ５、６年生）では、体育科の学生１２名がスキー指導。  

  ・５年生の親子大学訪問は、毎年全学の協力を得て実施。保護者の９８％が児童と共に参加。 

○中国の学校との交流      

 ・北京師範大学南奥実験学校と 2007 年に交流協定が締結され、以後姉妹校として視察、授業参加、

研究発表等を行ってきた。研究協議会には毎年十数名の訪問団が訪れ、意見交換等を実施している。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年７月に実施している学校説明会・オープンスクールの案内チラシの裏面です。 



地域において、どのような存在であるか。 

○実践研究の成果を発信しリードする存在 

ａ．研究協議会を毎年開催し、中越地区を中心として多く   

 の参会者を得ている。(右図) 

ｂ．公立校教員対象の各教科領域別ミニ講座研修会を各教 

 科領域１～２回開催している。 

ｃ．研究誌『子どもと授業』（昭 

 和５９年創刊 年２回発行  

 発行部数８５０部） 

   第７５号 特集 資質・能  

 力をはぐくむ一貫教育の推進 

   第７６号 特集  ２１世

紀  

 に求められる「協働」の学び 

 

 

 

○教育機関と連携し現職研修を推進する存在 

ａ．県教育委員会との連携 

  小、中学校の初任者研修協力校として、提案授業及び授業協議会を開催。（「道徳」・理科・国語） 

  免許状更新講習会のゲストスピーカーとして協力（副校長，研究主任） 

ｂ．長岡市教育委員会・見附市教育委員会との連携 

  教育学部と長岡市教育委員会との協定に基づき、市内現職教員の研修を目的とした「教員サポート錬成   

 塾」の事業に、研修指定校として協力している。長岡市教育センター・見附市教育委員会主催の研修講座 

 の講師として協力している。                          

ｃ．公立学校・他附属との連携 

  公立学校現職教員に対する外部指導を，年間 10～20 件ほど行っている。 

ｄ．市内他大学等の在学生への授業公開 全クラス一般公開 教科授業公開  

 

 

附属学校としての自校の存在意義 

○１１６周年を数える教育実践研究の歴史と伝統、国内外で活躍する多様な人材の輩出、熱意・責任感に支  

 えられた質の高い取組と中越地域を中心とした教育界をリードする教職員の育成。 

○新潟県は面積が広く、県の中心に位置する長岡から新潟まで７０㎞、上越までは８０㎞の距離にある。こ

のため公立学校の教職員の異動も上越・中越・下越を大きな括りとして行われており、附属長岡校園には

中越地域のモデル的役割が求められている。教育実習の場としても、毎年百数十名の学生を受け入れ、各

教育実習には学部から担当者が指導助言に出向いており、学生の教員志望の熱意が高まっている。 

○一方で様々な取組の成果を効果的に発信しきれていないところがあり、公立学校の実際のニーズと切り 

 結んで理解してもらったり、成果が公立校でより一層活用されたりするように努めていくことが必要と 

 考える。 
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